








 

研究目的 

 胎内発育遅延IUGRの分娩時におけるfetal distress発生の危険性は,正常発

育児に比しきわめて高いことは多くの報告で認められているが,IUGR に対する

fetal distress 対策は,その発生時における迅速かつ適切な各種の治療が要求

されるとともに,一方では妊娠中期から分娩に至るまでの長期間な観点からの

対策が望まれる。 


